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２０２5年 4月 27日（日）礼拝メッセージ 

聖書箇所：エレミヤ書 44 章 15～30 節（旧約 P1374、エレミヤ書講

解説教 75回目） 

タイトル：「エレミヤの最後の預言」 

前回から、エレミヤ書４４章から学んでいます。これはエレミヤがユダ

の民に語った最後の預言、最後のメッセージです。最後のメッセージと

いうことは、とても重要なメッセージであるということです。そうでし

ょ、皆さんも最後に何かを語るとしたら本当に大切なことを語るので

はないでしょうか。皆さんが最後に家族に言うことがあるとしたら何を

伝えますか。昨日は、本当にいい天気だったね、なんて言わないと思い

ます。イエス様が最後に語ったことばはマタイ２８章１８～２０節にあり

ますが、それは、あなたがたは行って、あらゆる国の人々を弟子としな

さい、ということでした。大宣教命令ですね。これが、イエス様が最後に

弟子たちに言われたことです。ですから、あらゆる国の人々を弟子とす

るということは、私たちクリスチャンにとってとても重要なことです。

ではエレミヤを通して主が語られた最後のメッセージはどのようなこ

とだったのでしょうか。  

 Ⅰ．それって、本当ですか？(15-19) 

まず、15～19 節をご覧ください。「44:15 そのとき、自分たちの

妻がほかの神々に犠牲を供えていることを知っている男たちのすべて

と、大集団をなしてそばに立っている女たちすべて、すなわち、エジプ

トの地とパテロスに住むすべての民は、エレミヤに答えた。44:16 「あ

なたが【主】の名によって私たちに語ったことばに、私たちは従うわけ

にはいかない。44:17 私たちは、私たちの口から出たことばをみな必
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ず行って、私たちも父祖たちも、私たちの王たちも首長たちも、ユダの

町々やエルサレムの通りで行っていたように、天の女王に犠牲を供え、

それに注ぎのぶどう酒を注ぎたい。私たちはそのとき、パンに満ち足

りて幸せで、わざわいにあわなかった。44:18 だが、天の女王に犠牲

を供え、それに注ぎのぶどう酒を注ぐのをやめたときから、私たちは

万事に不足し、剣と飢饉に滅ぼされたのだ。」44:19 「私たち女が、天

の女王に犠牲を供え、彼女に注ぎのぶどう酒を注ぐとき、女王にかた

どった供えのパン菓子を作り、注ぎのぶどう酒を注いだのは、夫をな

おざりにしてのことだったでしょうか。」 

「そのとき」とは、その前の１4節までに語られていたときのことです。

それはユダの町々とエルサレムが滅ぼされたのは、彼らの先祖たちが

主に背いてほかの神々のところに行き、犠牲を供えて仕えたからでし

た。彼らは心砕かれず、神を恐れず、神から与えられた律法と掟に歩み

ませんでした。それなのになぜ、あなたがたは同じことをするのか。そ

れで主は、エジプトに下って行ったユダの民を絶ち滅ぼすと宣言され

ました。「そのとき」です。 

そのとき、自分の妻たちがほかの神々に犠牲を供えていることを知

っている男たちのすべてと、大集団をなしてそばに立っていた女たち

すべて、すなわち、エジプトの地とパテロスに住むすべての民が、エレ

ミヤにこう言いました。１６節です。 

「あなたが主の名によって私たちに語ったことばに、私たちは従うわけ

にはいかない。」 

エジプトに下って行ったユダの民は、改めてエレミヤによって語られ

た主のことばに従わないと言いました。この時従おうとしなかったの
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は、ユダの指導的な立場にあった人たちだけではありません。エジプト

に移り住んだすべての民です。 

エレミヤは、かつて「人の心は何よりもねじ曲がっている。それは癒

やしがたい。」(17:9)と言いましたが、この時の彼らの態度は、まさに

それを証明していました。彼らはかつて、自分たちも父祖たちも、自分

たちの王も首長たちも、ユダの町々やエルサレムの通りで行っていた

ように、天の女王に犠牲
いけにえ

をささげ、それに注ぎのぶどう酒を注ぎたい

と言ったのです。なぜでしょうか?１７節後半から１８節をご覧ください。

ここで彼らはこのように言っています。 

「私たちはそのとき、パンに満ち足りて幸せで、わざわいにあわなか

った。だが、天の女王に犠牲を供え、それに注ぎのぶどう酒を注ぐのを

やめたときから、私たちは万事に不足し、剣と飢饉に滅ぼされたのだ。」 

えっ、それって本当ですか？彼らも彼らの父祖たちも、エルサレムの

通りで行っていたように、天の女王にいけにえを備え、注ぎのぶどう

酒を注いでいたとき、パンに満ち足りて幸せだったんですか?それを

止めたときから、万事に不足し、剣と飢饉によって滅ぼされたんです

か?ウソです。それは事実ではありません。実際は逆です。彼らがその

身にわざわいを招くようになったのは、彼らが彼らの神、主の警告を

無視して天の女王に犠牲を供えて仕えたからです。 

この「天の女王」については、すでに７章１８節に出てきましたが、古

代のさまざまな地域において女神の称号として使われていた神々のこ

とです。たとえば、カナンではアシュタロテという神です。これは女神で

す。バビロンではイシュタル、ギリシャではアフロデテ、ローマではビー

ナスなどです。彼らはそうした偶像に仕えていたから自分たちはわざ
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わいにあわなかったと言っていますが、実際には、彼らがわざわいに

あわなかったのは、主が彼らをあわれんでおられたからです。彼らはそ

のことに全く気付いていませんでした。つまり、彼らの過去に対する認

識とか歴史観というのは、目の前の一時的な現象だけを見て判断する、

いわゆるこの世のご利益信仰と何ら変わらないものだったのです。物

事がうまくいっているときはハレルヤと賛美しても、そうでないと、い

とも簡単に神様を捨て去り、ほかの神々を求めたのです。このような

自分の欲望を満たすことを基準にした信仰は、過去の事実さえも歪め

てしまうことになるのです。 

かつてエジプトから脱出したイスラエルの民もそうでしたね。彼らは、

エジプトを出て荒野に導かれたとき、モーセとアロンに向かって不平を

言いました。 

「エジプトの地で、肉鍋のそばに座り、パンを満ち足りるまで食べてい

たときに、われわれは主の手にかかって死んでいたらよかったのだ。

事実、あなたがたは、われわれをこの荒野に導き出し、この集団全体を

飢え死にさせようとしている。」(出エジプト 16:3) 

それって、本当ですか?エジプトにいた時、彼らは本当に幸せだった

のでしょうか。肉鍋のそばに座り、パンを満ち足りるまで食べていまし

たか。違います。彼らは奴隷として酷い仕打ちを受けていました。それ

なのに彼らはそのことをすっかり忘れていたのです。なぜでしょうか?

自分の欲望を満たすものを神だと思い込んでいたからです。 

それは私たちにも問われていることです。私たちも信仰をそのよう

に捉えていると、目の前に試練や苦難が起こったり自分の思うように

いかなかったりすると、あたかも神様を信じていなかった時の方が良
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かったと錯覚するのです。でも、それって本当ですか?違います。15、

16、17と私の人生暗かった・・・。イエス様に出会う前は、皆さんも暗か

ったんじゃないですか。確かに自分が好きなように自由に生きていた

かもしれません。でもその結果は、自分が何をしているのかもわからな

い空しい人生だったはずです。私は今でも覚えていますよ。私の人生

の華は高校時代でしたから。自分が好きなように、それこそ自分の肉

と欲と心の望むままに生きていました。でもその結果は、空しさでした。

エペソ 2 章 1 節には、それは、自分の背きと罪との中に死んでいた者

であり」と言われています。そうです、これぞ我が人生と思っていた人

生は、死んでいたものだったのです。しかし、あわれみ豊かな神様は、

私たちを愛してくださったその大きな愛のゆえに、背きと罪の中に死

んでいた私たちを、キリストとともに生かしてくださいました。ハレル

ヤ！ 

  それなのに、神様を信じる前の方が良かった、この世の神、天の女王

にささげものを捧げていた時の方が幸せだったと主張するのはナンセ

ンスです。正しくありません。 

私はチューリップというバンドが好きでよく CD を聴くのですが、そ

の中に「夏の終わり」という歌があります。 

  「夏は冬にあこがれて、冬は夏に帰りたい。 

  あの頃のこと今では すてきにみえる。」 

  まさに、ないものねだりの子守歌ですね。夏になると冬にあこがれ、

冬になると夏がすてきに見えます。でも実際は、夏は夏で厳しい暑さ

に苦しみ、冬は冬で凍てつくような寒さに苦しむのです。でも暑いと冬

はいいなぁと感じ、寒いと夏がいいなあと思うのは、その現象だけを

見て判断するからです。でも神によって救われた恵みを基準にして進
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む人は違います。そういう人は、いつも喜び、絶えず祈り、すべてのこ

とについて感謝することができます。今、自分に降りかかっている災難

と思えるようなことさえも、神はすべてのことを働かせて益としてくだ

さると信じているからです。 

ですから、自分の感情や気分といったものを当てにしないで信じる

ことです。そういうものは体の調子や周囲の事情、さては天候によっ

ても左右されるものだからです。しかし私たちの信仰はけっして人間

の側の何かによってもたらされるものではなく、神様の言葉によって

保証されるものです。ですから、真実な神の約束である聖書の御言葉

を信じる時、そこに神が約束されていることを知ることによって、揺れ

動くことのない確かな信仰の土台を築くことができるのです。 

あなたは自分が置かれている状況を、どのように理解していますか。

神様の言葉を基準にして、神様の視点で解釈しているでしょうか。自己

中心的な解釈は神の語りかけを締め出し、祝福の機会を失うという結

果をもたらすのです。 

Ⅱ．神のさばきの宣言(20-28) 

そんな考え方をしていた彼らに、エレミヤは何と言いましたか。20

～28節をご覧ください。まず23節までをお読みします。「44:20 そ

こでエレミヤは、そのすべての者、すなわち、男たちと女たち、また彼に

口答えした者たち全員に言った。44:21 「ユダの町々やエルサレムの

通りで、あなたがたや、あなたがたの先祖、王たち、首長たち、また民

衆が犠牲を供えたことを、【主】が覚えず、心に上らせなかったことがあ

るだろうか。44:22 【主】は、あなたがたの悪い行い、あなたがたが行

ったあの忌み嫌うべきことのために、もう耐えることができず、それで
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あなたがたの地は今日のように、住む者もなく、廃墟となり、恐怖のも

と、ののしりの的となったのだ。44:23 あなたがたが犠牲を供えたた

め、また、【主】の前に罪ある者となって、【主】の御声に聞き従わず、主

の律法と掟と証しに歩まなかったために、今日のように、あなたがたに

このわざわいが起こったのだ。」」 

そのように主張するユダの民に対してエレミヤは、正しい認識を示し

ます。つまり、ユダの町々やエルサレムにわざわいが下ったのは、彼ら

が天の女王を拝むことを止めなかったからです。そのことを主はちゃ

んと覚えておられ、もう耐えることができなくなられたからです。 

そんなエレミヤのメッセージに耳を傾ける者など一人もいませんで

した。それでもなお、エレミヤは、すべての民、すべての女たちに真実を

語り続けます。それが 24～28 節の内容です。これがエレミヤの最後

の預言、最後のメッセージとなります。それは次の 4つのことでした。 

まず 25 節をご覧ください。ここには、「『イスラエルの神、万軍の【主】

はこう言われる。あなたがたとあなたがたの妻は、自分たちの口で約

束し、自分の手で果たしてきた。あなたがたは、天の女王に犠牲を供え

て彼女に注ぎのぶどう酒を注ぐという誓願を、必ず実行すると言って

いる。では、あなたがたの誓願を確かなものとし、あなたがたの誓願を

必ず実行せよ。』」とあります。 

 ここには、あなたがたが天の女王に誓った誓願を必ず果たせ、とあり

ます。これは皮肉的な勧めです。その語調には、挑戦とも、あきらめと

もとれるようなニュアンスが見られます。 

二つ目のことは、26 節です。「それゆえ、エジプトの地に住むすべて

のユダの人々よ、【主】のことばを聞け。『見よ、わたしはわたしの大い
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なる名によって誓う──【主】は言われる──。エジプトの全土におい

て、「【神】である主は生きておられる」と、わたしの名がユダの人々の

口に上ることはもうなくなる。」 

  これは、彼らが主に立ち返って赦されることは二度とないというこ

とです。いわば決定的なさばきの宣告です。主はどんな罪でも赦して

くださいます。しかし、悔い改めなければ、赦したくても赦すことはで

きません。 

そして三つ目のことは 27 節です。「見よ、わたしは彼らを見張って

いる。わざわいのためであって、幸いのためではない。エジプトの地に

いるすべてのユダの人々は、剣と飢饉によって、ついには完全に滅び

失せる。」 

  どういうことですか?エジプトにいるすべてのユダヤ人は、不信仰の

ゆえに剣と飢饉によって、ついには完全に滅び失せるということです。 

しかし 28 節を見ると、もう一つのことが記されてあります。それは、

「剣を逃れる少数の者だけが、エジプトの地からユダの地に帰る。こう

して、エジプトの地に来て寄留しているユダの残りの者たちはみな、わ

たしのことばと彼らのことばの、どちらが成就するかを知る。」という

ことです。この「剣を逃れる少数の者」とは、イスラエルの残りの者たち

のことです。どの預言者も、ユダに対する神のさばきだけでなく、そこ

にさばきを逃れる少数の者たちがいることを預言しています。神にあ

っては、絶望的な状況の中にも希望があるということです。そこからや

がて救い主が遣わされることになります。ですから、悔い改めができ

なくなるほどまで罪に染まり切ってはなりません。主にあっては、必ず

希望があるからです。その希望を見上げて救いの道を歩ませていただ

こうではありませんか。 
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Ⅲ．神のことばは必ず成就する(29-30) 

最後にエレミヤは、神からのしるしを彼らに伝えます。これがエレミ

ヤの最後のメッセージの最後です。これが、主がエレミヤを通して伝え

たかったことです。29～３０節をご覧ください。「44:29 これが、あ

なたがたへのしるしである──【主】のことば──。わたしはこの場所

であなたがたを罰する。あなたがたにわざわいを下すというわたしの

ことばが必ず成就することを、あなたがたが知るためである。』44:30 

【主】はこう言われる。『見よ。わたしは、エジプトの王ファラオ・ホフラを

その敵の手に、そのいのちを狙う者たちの手に渡す。ちょうどユダの

王ゼデキヤを、そのいのちを狙っていた彼の敵、バビロンの王ネブカド

ネツァルの手に渡したように。』」」 

これが彼らに対するしるしです。すなわち、ユダの王ゼデキヤがバビ

ロンの王ネブカドネツァルの手に渡されたように、エジプトの王ファラ

オ・ホフラも彼のいのちをねらう敵の手に渡されるというのです。これ

がしるしです。何のしるしかというと、エジプトで主が彼らを罰すると

語られたことばが必ず成就することのしるしです。この預言の通り、こ

の時から１８年後にバビロンがエジプトに侵入し、エジプトの王ファラ

オ・ホラフは将軍アマシスの謀反によって殺されることになります。

B.C.565 年のことです。主のことばは必ず成就するのです。だから神

のことばに従うようにと、エレミヤは語るのです。これがエレミヤの最

後の最後のメッセージでした。 

エレミヤはすべての者たちから見捨てられてもなお、神のことばに

絶対的な信頼を寄せていました。彼はおそらく自分に言い聞かせるよ

うな思いで、これがあなたがたへのしるしだと告げたのでしょう。イエ



10 

 

ス様はこう言われました。「天地は消え去ります。しかし、わたしのこと

ばは決して消え去ることがありません。」(マルコ 13:31)  

天地は滅び去ります。しかし、主のことばは決して滅び去ることはあ

りません。たとえ天地が滅び去り、すべてが無くなったとしても、主の

ことばは決して滅びることはないのです。必ず成就します。これこそ、

私たちにとって真の慰めではないでしょうか。 

預言者イザヤはこう言いました。「すべての人は草、その栄光は、み

な野の花のようだ。7 主のいぶきがその上に吹くと、草は枯れ、花は

しぼむ。まことに、民は草だ。8 草は枯れ、花はしぼむ。だが、私たちの

神のことばは永遠に立つ。」(イザヤ 40:7-8) 

すべての人は草のようです。その栄光は花のようです。それはすぐ

に枯れてしまい、しぼんでしまいます。朝に生え出たかと思ったら、夕

べにはしおれてしまいます。人はそんなの草や花のようなのです。そん

なこと信じられない、そんなことはないという人がいたら、どうぞ家に

帰って自分の顔を鏡でよく見てください。いつの間にか白髪が増えた

なぁと気が付くでしょう。しみやしわが増えたことがわかります。あん

なに若々しかったのに、いつの間にか老けてしまいました。あんなに

青々としていたのが、いつの間にか枯れてきました。あんなきれいに

咲き誇っていたのに、いつの間にか色あせてしぼんでしまいました。あ

の人は教授になった、医者になった、大臣になった、大統領になったと

言っても、その人生は 70年か 80年で終わってしまいます。どんなに

栄華を極めても、10 年、20 年、そこに留まることができたら、関の山

です。人生はあっという間に過ぎ去ります。ソロモンはこれを「空の空。

すべては空」だと言いました。仏教ではこれを「諸行無常」と言いました。
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平家物語の冒頭に引用されています。 

祗園
ぎ お ん

精舎
しょうじゃ

の鐘
かね

の声
こえ

、諸行無常
むじょう

の響きあり。 

 娑
さ

羅
ら

双樹
そうじゅ

の花の色、 盛者
しょうじゃ

必衰
ひっすい

の 理
ことわり

をあらは（わ）す。 

 おごれる人も久しからず、唯
ただ

春
はる

の夜の夢のごとし。 

 たけき者
もの

も遂
つい

にはほろびぬ、偏
ひとえ

に風の前の塵
ちり

に同じ。(平家物語) 

祇園精舎の鐘の音には、諸行無常、すなわちこの世のすべての現象

は絶えず変化していくものだという響きがあります。沙羅双樹の花の

色は、どんなに勢いが盛んな者も必ず衰えるものであるということを

表しています。どんなにこの世で栄えても、その栄えはずっとは続き

ません。まさに春の夜の夢のようです。勢い盛んで激しい者も、結局

は滅び去り、まるで風に吹き飛ばされる塵と同じなのです。そう詠っ

たのです。実に空しい存在です。 

こんなこと言われても全然慰めになりません。そうです、この世には、

真の慰めはないのです。ですから、この現実をしっかりと見つめそれを

額面通り受け止めるなら、それが慰めになります。この現実を突きつけ

られたら確かにショックかもしれません。決して受け入れたくないでし

ょう。でも、これが現実なのです。事実を事実として受け止められるな

ら慰めが来ます。自分は枯れていく存在なのだと。いつまでも咲き誇

っているわけではない。いつかしぼんでいきます。やがて死んでいく。

それは明日かもしれません。年をとってから死ぬとは限りません。今晩

死ぬかもしれない。人生はそんなに長くないのです。草花のようにすぐ

にしぼんでいくものでしかありません。その事実を受け入れその先に

ある希望をしっかり見つめて生るなら慰められます。この地上にある

ものがすべてではないということがわかるとき、人は慰めを受けるの
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です。 

詩篇 102 篇 25～28 節にはこうあります。「25 あなたははるか

以前に地の基を据えられました。天も、あなたの御手のわざです。26 

これらのものは滅びるでしょう。しかし、あなたはながらえられます。す

べてのものは衣のようにすり切れます。あなたが着物のように取り替

えられると、それらは変わってしまいます。27 しかし、あなたは変わ

ることがなく、あなたの年は尽きることがありません。28 あなたのし

もべらの子孫は住みつき、彼らのすえは、あなたの前に堅く立てられま

しょう。」 

この地上のものは滅びます。いつまでも続くものではありません。健

康も、美しさも、失われる時がやってきます。目に見えるものがいつま

でも続くものではありません。そのようなものにとらわれていたら、そ

のようなものに人生をかけているとしたら、それほど虚しいことはあり

ません。それによって慰められことはできないからです。しかしあなた

はながらえます。神は永遠に変わることがなく、その年は尽きることが

ないからです。この方に信頼すれば慰めを得られるのです。 

主イエスは言われました。「見よ。わたしは、世の終わりまで、いつも、

あなたがたとともにいます。」（マタイ 28:20） 

  これこそ慰めではないでしょうか。主イエスは世の終わりまで、いつ

もあなたとともにいます。あなたが見捨てられることは絶対にありま

せん。見放されることはないのです。世界がどのようになっても、津波

がすべてを奪っていくようなことがあっても、病気になって余命いくば

くかもないとなっても、神は約束を違
たが

える方ではありません。そのおこ

とばの通りにあなたを守ってくださいます。これほど大きな慰めはあ
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りません。 

ですからパウロはこう言ったのです。「私たちは、見えるものにでは

なく、見えないものにこそ目を留めます。見えるものは一時的であり、

見えないものはいつまでも続くからです。」（Ⅱコリント 4:18） 

  たとえ肉体が滅びることがあってもそれで終わりではありません。

私たちは天の御国で永遠に生き続けるからです。しかも、先週はイース

ター礼拝でフレミング先生から私たちはやがて栄光のからだに復活す

るということが語られましたが、イエス・キリストが再び来られる時、永

遠に朽ちることのない栄光の体によみがえるのです。そうしていつま

でも主とともにいるようになります。ここに希望があります。クリスチ

ャンにはその約束の保証として御霊が与えられているのです。その御

霊によって私たちはやがて確かに永遠の命がもたらされることを確信

し、真の平安を得ることができるのです。主はそのために初穂としてよ

みがえられました。ですから、私たちは勇気を失いません。たとい私た

ちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされているからです。

今の時の軽い艱難は、私たちのうちに働いて、測り知れない、重い永

遠の栄光をもたらすからです。 

慰めを必要としている人がいたら、ぜひこのことを知ってほしいと

思います。そして目先のことで一喜一憂する人生から、いつまでも変わ

ることのない神のことば、聖書のことばに立った確かな人生を歩んで

いただきたいと思うのです。これが真の慰めのメッセージです。これが、

主がエレミヤを通してユダの民に伝えたかった最後のメッセージだっ

たのです。 

 


